
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年５月２０日（水） １１：００～１１：３０ 

場 所： 山形大学インフォメーションセンター（小白川キャンパス） 

学 長 挨 拶 

発 表 事 項 

１．科学技術振興調整費（若手研究者養成、女性研究者支援）の採択について 

２．平成２０年度卒業者の就職状況調について 

３．インフォメーションセンター・ミニライブの開催について 

４．藤沢周平の山形「第２回高校生朗読コンクール」出場者募集について 

５．大学等合同説明会の開催について 

６．最上川学講義の開講について 

お 知 ら せ 

１．人文学部公開講座「不埒なことばたち」の開催について 

２．地域教育文化学部公開講座「臨床の知に学ぶ」の開催について 

３．理学部公開講座「ノーベル賞の科学-クォークとクラゲの話-」の開催について 

４．工学部モバイルキッズケミラボ 2009 の開催について 

５．工学部科学講座工作教室「うごけロボット」の開催について 

６．工学部一般開放シンポジウム「応用情報学とその進化」の開催について 

７．工学部「ミキシングコンファレンス in 米沢」の開催について 

８．地域共同研究センター「プロジェクト成果報告会」の開催について 

９．有機ＥＬパネルを組み込んだＶＢＬ施設案内看板の設置について 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：６月２日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）
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山 形 大 学

平成２０年度卒業者の就職状況調について

本年３月末に卒業した学生の就職状況について、４月３０日現在で、最終版としてとりま
とめましたので、お知らせします。

１．数字的な特長
○学部卒業者の状況は、大学全体として９８．２％の就職率となっている。
この数字は、昨年度と比較して１．３ポイントの減少に止まった。
このたびの卒業者に関しては、雇用環境の悪化に伴う影響は少なかったと推察できる。

○就職を希望していて未就職の卒業生は、２１人で卒業生の１．２％
昨年度よりも０．９ポイント増加

○卒業生全体に対する就職者は、６５．０％で、大学院への進学者は、２７．５％
その他が６．３％
就職者及び進学者ともに昨年とあまり変化が見られないが 「その他」の数が増加、

☆２枚目は、大学院修了者と養護教諭特別別科の卒業生の就職状況
大学院の就職率に関しても学部同様に昨年度と比較して１．２ポイントの減少
養護教諭特別別科は昨年同様に１００％となっている。

※３枚目は、全国と比較した過去５年間の就職率の推移

２．今後の就職支援の充実強化について
求人開拓と情報収集の充実①
全学就職委員会委員による県内・首都圏・仙台等への企業訪問を行い、学生への採用
情報の提供を行っている。
就職相談の強化・充実②
今年度から山形県若者就職支援センターとの連携により、就職支援特別ワークショッ
ププログラムを実施するなど、従来からの相談業務に加えて就職活動等に悩む学生に
対して、迅速な対応を可能とする支援体制を充実させる。
また、従来からの就職相談員による相談業務も相談日の増設を行い、充実を図る。
４年次学生に対する秋期の学内合同企業説明会を実施③
１８年度から新たに、就職活動を継続中の４年次学生を対象とした学内合同企業説明
会を継続実施する。公務員試験や教員試験との併願者も含めて、この時期における情
報提供の場として意義のある説明会となっている。

３．その他
公務員や教員への就職状況は、民間の厳しい採用状況を受け、学生の志望者も増加傾向に
あり、さらに採用枠の関係から依然として厳しい状況であり、学生は苦戦が予想される。

（お問い合わせ）
山形大学小白川事務部就職支援ユニット
就職支援室 担当 多田・斎藤
電話：023(628)4134・4128







就職率の推移 

過去５年間の就職率の推移（平成１６～２０年度） 
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山 形 大 学 

インフォメーションセンター・ミニライブを開催します 

山 形 大 学 では 、情 報 の 発 信源 で あ る イ ン フ ォ メー シ ョ ン セ ン タ ー を 学 生 ・ 

教 職 員 に よる 様 々  な 活 動 の 発 表 の 場 と し て も 開放 し て い ま す 。 

コ ン ☆ ス マ 

Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ 

出 演 サ ー ク ル ： ア カ ペ ラ サ ー ク ル Smi le 

山 形 大 学 イ メ ー ジ ソ ン グ プ ロ デ ュ ー ス Voice 

（ ポ ッ プ ス バ ン ド 「 コ ン ソ メ 」 ） 

会 場 ： 山 形 大 学 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー 

日 時 ： ５ 月 ２ ２ 日 （ 金 ） 

開 場 １ ６ 時 ３ ０ 分 

開 演 １ ６ 時 ５ ０ 分 

・ １ ６ 時 ５ ０ 分 ～ ア カ ペ ラ サ ー ク ル Smi le 

「 学 園 天 国 」、「 世 界 中 の 誰 よ り き っ と 」、 

「 Flavor」 等 カ バ ー 曲 を １ ０ 曲 程 度 

・ １ ７ 時 ４ ５ 分 ～ ポ ッ プ ス バ ン ド 「 コ ン ソ メ 」 

山 大 公 式 イ メ ー ジ ソ ン グ 「 夢 の カ ケ ラ 」 

他 カ バ ー 、 オ リ ジ ナ ル 曲 を ３ 曲 程 度 

（お問い合わせ） 

山 形 大 学 総 務 部 広 報 室 

電話：０２３（６２８）４００５



プレス発表資料

平成20年 5 月20日
山 形 大 学

山形大学特別プロジェクト「藤沢周平の山形」第５章 山形
「第２回 高校生朗読コンクール」出場者募集について

「 」 、 、平成１９年度から開始した山形大学特別プロジェクト 藤沢周平の山形 では 今年度も
若い世代への藤沢周平のへの関心を高めるとともに、高校教育における文芸活動の発展に寄

与することを目的として、山形県内に在住する高校生又は県内の高校・高等専門学校に在学
する高校生(全学年)を対象に「高校生朗読コンクール」を開催いたします。

高校生の皆さまの多数の応募をお待ち申し上げます。

○応募締切 平成２１年７月２１日(火) (郵送の場合は、当日消印有効)

※ 指定の録音メディアで応募願います。

○予 選 学内教職員で構成した審査委員会で審査

○本 選 第２回「高校生朗読コンクール」

日 時：９月５日(土) １３：３０～１７：００

会 場：山形大学小白川キャンパス教養教育棟
内 容：第1部 高校生による藤沢作品朗読コンクール

（テープに審査よる予選通過者8～10名程度）

第2部 朗読ワークショップ
渾大防一枝 氏(演出家・劇団民藝)による朗読指導

第3部 結果発表・講評・表彰式

また、本プロジェクトでは、朗読コンクールのほか「第６章 藤沢周平の江戸・東京」

(１０月１０日(土) 東京)の開催及び３年間のプロジェクト報告を兼ねた冊子の出版を予
定いたしております。

詳細については、別途、御案内申し上げます。

（お問い合わせ）
総務部総務ユニット
電話：023-628-4004







プレス発表 資料 

平成21年5月20日 

『大 学 コンソーシアムやまがた』大 学 等 合 同 説 明 会 （県 外 開 催 ）について 

山形大学など県内の高等教育機関（以下「大学等」）と山形県で組織する「大 

学コンソーシアムやまがた*」は、学生募集共同化事業の一環として、５月 

２４日の仙台市における大学等合同説明会開催を手始めに、秋田市、福島市の 

３会場において説明会を開催し、山形県内高等教育機関と高校生との情報交換 

の場を設けます。 

* 平成１６年４月に設立された、山形県内の大学（４機関）・短期大学（３機関）・高等 

専門学校（１機関）・放送大学等（３機関）の１１教育機関と山形県の連合組織です。 

【説明会の目的】 

大学等における教育・研究内容に関する情報交換の場を提供することにより、 

大学等進学を目指す高校生にとって、より良い進路選択、進路指導の実現を図 

ることを目的として開催されます。 

【説明会開催概要】 

会場 日時 場所 

仙台市 平成２１年５月２４日（日） 

１３：００～１７：００ 

せんだいメディアテーク１階 

オープンスクェア 

（仙台市青葉区春日町２－１） 

福島市 平成２１年７月５日（日） 

１３：００～１７：００ 

福島テルサ 

（福島市上町４－２５） 

秋田市 平成２１年７月１８日（土） 

１３：００～１７：００ 

秋田市文化会館 

（秋田市山王７－３－１） 

・大学等ごとの相談ブースやパネルでの紹介など、山形の高等教育機関の魅 

力を同時に体験することができます。 

・いずれも入場無料、申し込み不要です。お好きな時間に相談できます。 

（お問い合わせ先） 

大学連携推進室 教授 横 井 博 

電話：０２３（６２８）４９７３ 

e-mail:yokoi-h@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



【参考資料】 

大学等合同説明会の今までの実績 

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 

県外 ４大学 

１会場 

仙台市 

加盟機関 

１会場 

仙台市 

１１４人 

加盟機関 

１会場 

仙台市 

４４人 

加盟機関 

１会場 

仙台市 

８３人 

加盟機関 

３会場 

仙台市、秋田 

市、福島市 

大学合 

同説明 

会 

４大学 

４会場 

４大学 

３会場 

村山、置 

賜、庄内 

大学ガ 

イダン 

スセミ 

ナー 

（入試 

センタ 

ー共催） 

加盟機関 

２会場 

庄内、村山 

加盟機関 

２会場 

村山、最上 

加盟機関 

２会場 

村山、置賜 

県内 

出張大 

学等合 

同説明 

会（高校 

に出向 

いての 

説明会） 

５高校 開催予定







プレス発表 資料 

平成21年5月20日 

『大 学 コンソーシアムやまがた』“最 上 川 学 ”の開 講 について 

山形大学など県内の高等教育機関（以下「大学等」）と山形県で組織する「大 

学コンソーシアムやまがた*」は、初めて“最上川学”を単位互換科目として 

開講します。 

* 平成１６年４月に設立された、山形県内の大学（４機関）・短期大学（３機関）・高等 

専門学校（１機関）・放送大学等（３機関）の１１教育機関と山形県の連合組織です。 

前期開講科目「最上川の自然と文化」 

【目標】 

最上川の自然と文化を自分の目で確かめることにより、河川と人間との相互 

関係についての理解を深め、自然と人間の共生のあり様を学びます。 

【授業の方法】 

山形を発着点とした日帰りの巡検を３回行い、最上川の上流から下流までの 

様々な自然・文化遺産を自分の目で確かめます。 

別紙学生案内用「お知らせ」をご参照ください。 

後期開講科目「最上川俯瞰講義」 

【目標】 

最上川について多角的に学ぶことを通じて山形県における自然と文化と人 

間のあり様を学び、同時に河川と人間との多様な関係についての理解を深めま 

す。 

【授業の方法】 

最上川を多角的に理解するために、関連する専門分野のコンソーシアム加盟 

校等の先生方がリレー形式で講義を行います。 

別紙「担当教員一覧」をご参照ください。 

（お問い合わせ先） 

人文学部 准教授 下 平 裕 之 

（大学コンソーシアムやまがた最上川学プロジェ 

クト推進委員会副委員長） 

電話：０２３（６２８）４２８２ 

e-mail:shimo@human.kj.yamagata-u.ac.jp



お知らせ
平成２１年度前期開講科目｢最上川の自然と文化｣（１単位）

（山形大学教養教育科目｢学際・総合｣領域－｢総合｣）

最上川は、源流から河口まで229㎞に及ぶ日本有数の河川です。山形県の大部分が
最上川の流域に含まれ、最上川と私たちの生活は深いかかわりを持っています。

｢最上川の自然と文化｣を自分の目で確かめ、河川と人間との相互関係についての
理解を深め、そして自然と人間との共生のあり様を学びましょう。

○実施日及び行程
◇平成２１年６月 ６日（土）（第１回目・最上川上流）

・主な見学地点：米沢市（小野川草木塔、直江石堤）→川西町（洪水痕跡）→
長井市（長井河岸商家群）→白鷹町（船着場跡）→朝日町

（上郷ダム、河岸段丘・活断層）→大江町（左沢河岸商家群、
左沢楯山城跡）

◇平成２１年６月１３日（土）（第２回目・最上川中流）
・主な見学地点：戸沢村（古口船下り、黒淵高麗館）→大石田町（町立博物館、

特殊堤防）→村山市（大久保遊水池、三難所）→寒河江市
（ツツガムシ明神）

◇平成２１年７月 ４日（土）（第３回目・最上川下流）
・主な見学地点：庄内町（最上川さみだれ大堰、最上川氾濫原）→

酒田市（砂丘、海岸林、海岸の漂着ゴミ）

○受講説明会
日 時：平成２１年 ５月１１日（月）１６時３０分から
場 所：山形大学教養教育棟１号館２階 １２７番教室

・他大学の学生の皆様は、ゆうキャンパスのホームページで
ご覧になれます。

○募集定員 ４０名程度

○募集締切 平成２１年 ５月２０日（水）予定

○その他 ・この科目は大学コンソーシアムやまがたの単位互換科目です。
・成績評価は、巡検における学習態度とレポート及び事後発表により評価
します。

・詳細については、受講説明会において説明します。

◇履修に関する問い合わせ
大学コンソーシアムやまがた事務局

山形大学大学連携推進室内
ＴＥＬ ０２３－６２８－４８４２
ＦＡＸ ０２３－６２８－４０７８
ｅﾒｰﾙ unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



平成２１年度後期開講科目｢最上川俯瞰講義｣担当教員一覧

21 10 7 22 2 3期 日： 平成 ． ． ～平成 ． ．

16 20 17 50講義時間： ： ～ ：

場 所： 山形大学教養教育棟１号館２階 番教室127

開講日 大学・職名・氏名 講 義 内 容

／ 山形大学准教授 下平 裕之 ガイダンス10 7

／ 山形大学教授 山野井 徹 最上川の地質10 14

／ 山形大学教授 半澤 直人 最上川の魚類10 21

／ 山形大学教授 前川 勝朗 最上川の水利10 28

／ 山形大学教授 菊地 仁 最上川の文学11 4

／ 呉 尚浩 川と海のつながりを考える11 11 東北公益文科大学准教授

最上川・庄内海岸のゴミ問題を中心に－

／ 山形大学名誉教授 横山 昭男 最上川の舟運11 18

／ 山形大学教授 伊藤 清郎 最上川流域の歴史（古代・中世）11 25

／ 県立保健医療大学教授 山下 隆夫 最上川流域の生活とツツガ虫12 2

准教授 後藤 順子

／ 山形短期大学教授 大川 健嗣 最上川流域のむらづくり12 9

／ 小林 文雄 最上川の歴史（近世）12 16 県立米沢女子短期大学准教授

／ 山形大学教授 岩鼻 通明 出羽三山参りと最上川1 13

／ 佐藤 五郎 最上川の水質1 20 米沢中央高等学校副校長

／ 前山形大学教授 阿子島 功 最上川の地形景観1 27

／ 山形大学理事・副学長 中島 勇喜 庄内海岸砂丘林2 3



プレス通知資料 （概 要） 

平成２１年５月２０日 
山 形 大 学 

１．人文学部公開講座「不埒なことばたち」の開催について 

（概要）この講座では、若者たちの流行語、世界各地で話されているさまざまな英語、現代的 

なマンガ表現、流行歌の歌詞、古来からのことば遊びなど、学校の教科書ではめったに 

取り上げられることにない、ふざけていて、乱れていて、見慣れなくて、正しくも美し 

くもない、ルールからはずれた不埒な「ことば」たちを、人文科学というまな板の上で 

まじめに料理して、規範と創造のはざまで揺らぐ生きた「ことば」の姿について考えま 

す。 

日 時：平成２１年６月１５日(月)・１８日(木)・２２日(月)・２５日(木)・２９日(月) 

１８時３０分～２０時１０分 

会 場：人文学部１階１０１号室（山形市・小白川キャンパス） 

問い合わせ ：山形大学人文学部事務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４２０３ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

２．地域教育文化学部公開講座「臨床の知に学ぶ」の開催について 

（概要）山形大学は、2009 年 4月に大学院地域教育文化研究科を新設し、臨床心理学専攻を開 

設しました。そこでは、教育・福祉・医療・保健・産業等の領域において、臨床心理学 

を中心とした心理学の知識や諸技法を活かしてこころのケアに貢献できる臨床心理士を 

養成します。この公開講座では、本専攻を担当する教員を講師に、臨床心理学の領域か 

ら、生活を豊にするための提言を６回にわたっておこないます。 

日 時：平成２１年５月２８日（木） 

６月４日（木）・１１日（木）・１８日（木）・２５日（木） 

７月２日（木） 

１８時３０分～２０時３０分 １回１２０分 

会 場：地域教育文化学部１号館 C2 教室（山形市・小白川キャンパス） 

問い合わせ ：山形大学地域教育文化学部総務担当 箭柏 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４３０４ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



３．理学部公開講座「ノーベル賞の科学－クォークとクラゲの話－」の開催について 

（概要）理学部では、さまざまな自然科学の分野の研究成果を開設するための公開講座を開 

講しています。 

2008 年に日本人の科学者が「ノーベル物理学賞」と「ノーベル化学賞」を受賞しま 

した。そこで今回は、その根底にある基礎科学のやさしい解説と受賞テーマに関連す 

るさまざまな研究のトピックスについて、３つの講義を用意いたしました。 

日 時：平成２１年６月１３日（土）１３：００～１５：００ 

６月２０日（土）１３：００～１６：１０ 

会 場：理学部先端科学実験棟４階大講義室 S401（山形市・小白川キャンパス） 

問い合わせ ：山形大学理学部事務ユニット公開講座担当係 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０５ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

４．工学部「モバイルキッズ・ケミラボ 2009」の開催について 

（概要）米沢市教育委員会との連携事業「モバイルキッズ・ケミラボ」は、２００２年より始 

まり、今年で８年目になります。平成２０年度の参加者数は、前の年度を６０名ほど上 

回り、８２０名と初めて８００名を超え、前進の足跡を残すことができました。今年も 

多数の参加が見込まれます。 

日 時：平成２１年５月～１２月の土曜日 午前 計１５回（※詳細は資料参照） 

場 所：米沢市教育委員会理科研修センター 

問い合わせ ：米沢市教育委員会理科研修センター 

（ＴＥＬ）０２３８－２２－５１１１ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



５．工学部科学講座工作教室 

「うごけロボット センサーとモーターを使ってロボットを作ろう」の開催について 

（概要）オリジナルのバトルロボットを作っていろいろな対戦ゲームを楽しみ、センサーとモ 

ーターを使ったロボットのしくみを学びます。 

日 時：平成２１年６月６日～７月１８日間の毎週土曜日 

午前１０：００～１２：００（７回シリーズ） 

会 場：山形大学工学部 

講 師：大学院理工学研究科 水戸部 和久 教授 

対 象：小学５年生・６年生 

参加費：無料 

問い合わせ ：米沢市児童会館 

（ＴＥＬ）０２３８－２３－０１６１ 

６．工学部特別セミナー・一般開放シンポジウム「応用情報学とその進化」の開催について 

（概要）世界的に第一線で活躍している研究者を学外から迎えて、製造と流通、サービスと 

ビジネスモデル、ソフトウェア開発の展望に関する最先端の動向を講演いたします。 

日 時：平成２１年５月２２日（金）１４：００～１７：００ 

会 場：山形大学工学部事務棟３階 会議室（教授会室） 

問い合わせ ：山形大学大学院理工学研究科 松尾徳朗 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３３３４ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

７．工学部「ミキシングコンファレンス in 米沢－新たな産業への挑戦－」の開催について 

（概要）今回で７回目となるミキシングコンファレンスを「新たな産業への挑戦」と題して開 

催します。 

日 時：平成２１年５月２９日（金）９：３０～１６：３０ 

会 場：伝国の杜 ２階 大会議室（米沢市丸の内 1-2-1） 

問い合わせ ：山形大学工学部物質化学工学科 

ミキシングコンファレンス in米沢実行委員会 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３１５６ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



８．地域共同研究センター「平成２０年度プロジェクト成果報告会」の開催について 

（概要）山形大学の産学官連携の拠点である地域共同研究センターの「平成２０年度プロジェ 

クト成果報告会」を下記のとおり開催します。 

日 時：平成２１年５月２２日（金）１３：００～１６：００ 

会 場：山形大学地域共同研究センター ２階 教育研修室（米沢市・米沢キャンパス） 

問い合わせ ：山形大学地域共同研究センター 中山 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３６００ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

９．有機ＥＬパネルを組み込んだＶＢＬ施設案内看板の設置について 

（概要）最先端の有機ＥＬ技術を皆様から身近に接していただくために、有機ＥＬパネルを組 

み込んだＶＢＬ施設案内看板を設置いたします。つきましては、下記により除幕式を行 

いますので、取材方よろしくお願いいたします。 

日 時：平成２１年５月２５日（月）１３：３０～ 

会 場：山形大学大学院ＶＢＬ 玄関前（米沢市・米沢キャンパス） 

次 第：１．大学院ＶＢＬ長あいさつ 

２．城戸教授による経緯・技術等の説明 

３．除幕式 

４．質疑応答 

問い合わせ ：山形大学大学院ＶＢＬ 今野 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３６００



























「モバイルキッズ・ケミラボ ２００９」について 

米沢市教育委員会との連携事業「モバイルキッズ・ケミラボ」は、２００２年より始ま 

り、今年で８年目になります。平成２０年度の参加者数は、前の年度を６０名ほど上回り、 

８２０名と初めて８００名を超え、前進の足跡を残すことができました。今年も多数の参 

加が見込まれます。 

【モバイルキッズ・ケミラボ ２００９】 

日 時：平成２１年５月～１２月の土曜日 午前 計１５回（※詳細は裏ページ参照） 

場 所：米沢市教育委員会理科研修センター 

対 象：主として米沢市内小学４年生以上の児童と保護者、及び地域のリーダー 

参 加 費：無料 

そ の 他：大学院理工学研究科（主として物質化学工学分野）の教員や技術職員が、実 

験指導を行います。 

モバイルキッズケミラボ２００８の活動内容と参加人数 

※（L）は、リーダーコース受講者数、高級石鹸作り・ガラス板を鏡に は初のテーマ 

テーマ 開催月日 参加児童数 保護者（L） 合計 

第１節 高級石鹸作り ５／２４ ４８ １２（０） ６０ 

電気パン ５／３１ ４４ １６（２） ６０ 

６／ ７ ５０ １７（６） ６７１８７ 

第２節 －１９６℃の世界 ６／２１ ５１ １６（２） ６７ 

草木染に挑戦 ６／２８ ５９ １７（４） ７６ 

７／ ５ ３３ １１（５） ４４１８７ 

第３節 クリップモーター ９／１３ ４２ ８（０） ５０ 

金メッキに騙されるな ９／２０ ３７ １１（４） ４８ 

９／２７ ３２ １１（５） ４３１４１ 

第４節 オリジナルスタンプ １０／１８ ４４ １１（１） ５５ 

電気のパワーアップ １０／２５ ３７ １１（３） ４８ 

１１／ ８ ２９ ９（４） ３８１４１ 

第５節 ガラス板を鏡に １１／２２ ４５ １２（１） ５７ 

化粧品を作ろう １１／２９ ４４ １２（４） ５６ 

１２／ ６ ４２ ９（２） ５１１６４ 

総計 ８２０ 

お問い合わせ先 

米沢市理科研修センター 
TEL 0238­22­5111



モバイルキッズケミラボ２００９実施計画（理科研修センター定期開催分） 

※この他にも、「モバイルキッズケミラボ出前講座」として、米沢市のコミセン活動、子供会 

活動、ＰＴＡ活動等に協力。小国町、川西町、高畠町など置賜一円に活動の場の広がりをみ 

せている。 

月 /日 学習テーマ 学習内容 学習方法 講師名 
時

間 

5/23 
5/30 
6/06 

おいしい電気 

パンを作ろう 

電気をつかったパン 

焼き器をつくり、 おい 

しいパンを作る。 

ものづくり 山形大学大学院 

理工学研究科 

教授 尾形健明 

2.5 

5/23 
5/30 
6/06 

牛乳からプラ 

スチックをつ 

くろう 

牛乳の成分から環境 

にやさしいプラスチ 

ックを作る 

ものづくり 山形大学大学院 

理工学研究科 

准教授 落合文吾 

2.5 

6/27 
7/04 
7/11 

－196℃クッキ 

ング 

液体窒素を使って、 

何でも凍らせてみ 

る。 

実験 山形大学大学院 

理工学研究科 

助教 川井貴裕 

2.5 

6/27 
7/04 
7/11 

オリジナルミ 

ラーを作ろう 

銀鏡反応を利用して 

ガラス板を鏡にして 

みる。 

ものづくり 山形大学大学院 

理工学研究科 

助教 水口仁志 

2.5 

9/12 
9/19 
9/26 

静電気を目で見 

てみよう 

指先パワーでコップ 

の中の発泡スチロー 

ルを踊らせる。 

ものづくり 山形大学大学院 

理工学研究科 

技術部 田村恒一 

2.5 

9/12 
9/19 
9/26 

オリジナルスピ 

ーカをつくろう 

プラコップで簡単に 

スピーカをつくる。 

ものづくり 山形大学理学部 

物質生命化学科 

教授 鵜浦 啓 

2.5 

10/17 
10/24 
10/31 

きれいなしお 

りを作ろう 

インクをつけたろ紙 

に水をつけて色を広 

げてしおりを作る。 

ものづくり 山形大学大学院 

理工学研究科 

准教授 木島龍朗 

2.5 

10/17 
10/24 
10/31 

蛍光灯の光を分 

けてみよう 

分光器をつくり、 白い 

光が何色の光からで 

きているかを調べる。 

実験 山形大学大学院 

理工学研究科 

准教授 波多野豊平 

2.5 

11/21 
11/28 
12/05 

使い捨てカイ 

ロを作ろう 

鉄粉、食塩水、バー 

ミキュライトをつか 

ってカイロを作る。 

ものづくり 山形大学大学院 

理工学研究科 

助教 片桐洋史 

2.5 

11/21 
11/28 
12/05 

電気のペンで 

絵文字を書こ 

う 

電気分解すると色が 

変化する物質で、 絵を 

描く。 

実験 山形大学大学院 

理工学研究科 

助教 伊藤智博 

2.5





ミキシングコンファレンス in米沢—新たな産業への挑戦— 

主催：ミキシングコンファレンス in米沢実行委員会 

日時：平成21年5月29日（金） 

場所：伝国の杜 ２Ｆ 大会議室（米沢市丸の内1­2­1  Tel. 0238­26­2666） 

プログラム： 

平成21年5月29日（金）  AM9：30〜AM11：30  PM13：30〜PM16：30  セミナー 

セミナー （午前の部）  AM9:30〜AM11:30（各講演40分） 

（午後の部）  PM13:30〜PM16:20（各講演40分） 

１） 合同会社  QMM地域開発研究所 代表 落合 春信 氏 

「農商工連携による観光ルートの開発」 
2） 日東ベスト株式会社 中央研究所 食品研究課 滝田 潤 氏 

「地域農産物を利用した食品・環境分野での新たな取組について 

～ラ・フランス由来のプレミアム素材～」 
3） 山形大学農学部生物環境学科 教授 小沢 瓦 氏 

「６次産業（農商工連携）人材創生プロジェクトのめざすもの」 
4） 山形大学工学部生体センシング機能工学専攻 准教授 阿部 宏之 氏 

「超高精度細胞呼吸測定装置の開発と医療応用」 
5） 株式会社 機能性ペプチド研究所 取締役所長 星 宏良 氏 

「哺乳動物細胞培養技術の医療及び産業への応用」 
6） ライオン株式会社 研究開発本部 プロセス開発研究所長 石川 努 氏 

「衣料用粒状洗剤とその製造プロセスについて」 
7） 山形大学地域共同研究センター 産学官連携コーディネータ 高橋 政幸 氏 

「最上発リサイクルシステム新庄方式の取り組み」 

参加費：研究会費 企業  5,000円、自治体・大学等  3,000円 

申込先：担当企画幹事 高橋幸司研究室内 

〒992­8510  米沢市城南４丁目3­16 

山形大学工学部物質化学工学科 

ミキシングコンファレンス in米沢実行委員会 

TEL: 0238­26­3156、0238­26­3132、0238­26­3130  FAX:0238­26­3130 

E­mail: koji@yz.yamagata­u.ac.jp
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